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はじめに

１．本書の目的と特徴

日本語教師をめざす実習は、長年にわたり、「さまざまな現場の教師による指導」と「異なる立

場の教師同士の協力・連携」によって支えられてきました。現場で蓄積されてきた知見は非常に豊

富ですが、それらを実習生にわかりやすく伝えたり、実習を通じた学びについて教師間で相互理解

を深めたりするためには、言語化された教材や資料が必要です。本書は、こうした課題に対応する

ことを目的とし、以下のような特徴を備えています。

① 多様な立場の実習関与者による協働開発

 実習の送り出し側と受け入れ側、大学と日本語学校といった異なる機関の教師に加え、かつて実

習を経験し現在は日本語教師として活躍する若手の先輩教師も含め、多様な立場の関与者が協力

し、それぞれの視点をふまえた教材の開発をめざしました。

② 教師の専門性発達理論にもとづく構成

 実習は、単に学んだ教授法を試してみるだけの場ではありません。実習生は、それぞれの現場や

学習者を理解し、その状況に応じた教え方を考えて実践します。そして、うまくいったこと・う

まくいかなかったことを振り返りながら省察を重ねることで、自分なりに現場に根ざした理論

（＝「実践知」）を立ち上げていく――このような「経験をとおした学び」を体得する機会でもあ

ります。こうした学びの習慣は、教師として働きはじめたあとも、日々の実践をとおして成長し

つづけるために欠かせません。教師教育の分野では、このような専門性の発達を「実践と理論の

往還による学び」と呼びます。本書はこの理論に基づき、実習生が主体的かつ自律的に学べるよ

う構成されています（第 2章参照）。主な特徴として以下 2点があります。

　ワークブック形式

 本書は、知識を提示するだけの専門書ではなく、実習生が自分自身に引きつけて考えられるよう

な活動を盛り込んだ「ワークブック」として構成されています。発展編として、実習生が実際に

遭遇しそうな場面や状況をもとに考えるための 6つの「ケース」も用意しており、実践知の学び

に活用できます。受け身ではなく、自ら考え、ことばにし、実習仲間と話し合うといった活動を

とおして得られる気づきは、専門書を読むだけでは得がたい貴重な学びとなります。また、活動

用のワークシートはオンラインでダウンロードが可能で、記入後は電子ポートフォリオとして蓄

積することで、形成的評価の資料として、自律的な学びの管理にも役立ちます。
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　ルーブリック

 巻末には、実習をとおした学びについて考えるヒントとして、ルーブリックを掲載しています。

実習に入る前にルーブリックに目を通すことで、「何を学ぶのか」「どのような点を意識して臨む

べきか」を整理できます。さらに、実習中や実習後にも折に触れて見返すことで、自身の学びを

可視化し、振り返りに活用することができます。

③ 登録日本語教員の登録要件を満たす実践研修の内容

 本書は、登録日本語教員の要件を満たす実践研修で使用できる教材として、2024年に文部科学省

が公開した「登録日本語教員 実践研修・養成課程コアカリキュラム」*で示されている「6つの

学習項目と到達目標」「日本語教師【養成】に求められる資質・能力」「日本語教育の参照枠」等

をふまえた教材となっています。

２．対象とする読者

本書は、日本語教育の実践研修を受講する実習生はもちろん、実習の受け入れや送り出しを担当

されている教師の方々にもご活用いただける内容となっています。また、日本語教師教育に関心の

ある方々にも、ぜひ手に取っていただきたい一冊です。

３．本書の構成と使い方

本書は、第 1章から順に使うこともできますが、実習の授業や現場に合わせて、適宜、モジュー

ル形式で使っていただくことも可能です。特に、「ケース学習」や「ルーブリック」を使用する時

期や方法は、各実習の目標や状況に合った形でご使用ください。

① 実践研修のコアカリキュラムに沿った構成

 実践研修のコアカリキュラムで提示されている「6つの学習項目と到達目標」「日本語教師【養成】

に求められる資質・能力」「日本語教育の参照枠」（第 1章参照）を反映した構成となっています。

以下にこれらの項目と本書の章との関係について表に示します。
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６つの学習
項目

各項目の到達目標

「日本語教師【養成】に求められる資質・能力」の
技能・態度

章 章のタイトル

オリエン
テーション

実践研修全体の目的・目標を理解し、日本語教師
として求められる資質・能力と実践研修がどのよ
うにかかわるか理解している。

1 ～ 3章：「言語教育者としての態度」

4章：「教育実践のための技能」

1 実習って何だろう？

2 実習でどんなことを学ぶ？

3
実習先でのマナー、どうしたら
良い？

4
実習先のオリエンテーションで
は、どんなことをするの？

授業見学

授業の流れ及び学習者や教師の様子を観察し、授
業を分析することができる。

5 章：「教育実践のための技能」

6章：「言語教育者としての態度」「学習者に対す
る態度」「文化的多様性・社会性に対する態度」

5 授業見学のポイントは？

6 学習者に、どう接したら良い？

授業準備

教壇実習の場となるプログラムやコースのカリ
キュラムを踏まえて、授業で扱う内容を理解し、
学習者の学びを計画するとともに、その実施のた
めに必要な教材・教具等を準備することができる。

7 章・9章：「教育実践のための技能」「学習者の学
ぶ力を促進する技能」「社会とつながる力を育てる
技能」

8章：「教育実践のための技能」「学習者の学ぶ力
を促進する技能」

7
授業の準備をするときに、教え
方はどう決めたら良い？

8
教科書分析、授業案作成のポイ
ントは？

9 教材作成・使用のポイントは？

模擬授業・
教壇実習

授業計画や教材・指導方法などの妥当性を検討す
るために、模擬授業を実施し、振り返りや改善を
行うことができる。

10 章：「教育実践のための技能」「学習者の学ぶ力
を促進する技能」

11章：「教育実践のための技能」「学習者に対する
態度」

10
模擬授業で押さえておくべきポ
イントは？

11
教壇実習でのアイコンタクト・
指名・指示・問い・応答のポイ
ントは？

実践研修全
体総括（振

り返り）

日本語教師として自律的に成長していくために、
実践研修全体を振り返り、内省することができる。

12 章：「教育実践のための技能」「言語教育者とし
ての態度」「学習者に対する態度」「文化的多様性・
社会性に対する態度」

12 実習を振り返る
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本書は、「日本語教育の参照枠」の内容をふまえた構成となっています。「日本語教育の参照枠」

に関連する主なキーワードは、以下の通りです（五十音順）。

 学習者同士の「やり取り」（第 5章）、学習者の複言語・複文化性（第 6章）、学習到達目標（第 5章）、

Can do（第 5章、第 8章、第 10章）、言語活動（第 5章、第 7章）、言語教育観の柱（第 2章、

第 7章）、行動中心アプローチ（第 5章、第 7章）、行動目標（第 8章、第 10章）、社会的存在（第

2章）、熟達度レベル（第 5章、第 7章）自律的学習（第 2章、第 12章）、多様な日本語使用（第

2章）、登録日本語教員（第 1章）、認定日本語教育機関（第 1章）

② 各章内の構成
　（ア）マンガとウォームアップ

  導入として、各章が実習の「どのような局面に焦点を当てているのか」、「その局面でどの

ようなことを学ぶ必要があるのか」についてマンガ仕立てで文脈・状況が示されています。

マンガの下に書かれているウォームアップも参考にし、各章で学ぶ内容を想像し、スキー

マを活性化しましょう。

　（イ）ポイントの提示

   導入部で示されたマンガとウォームアップの答えを考えるためのポイントが簡潔に示され

ています。

　（ウ）ポイントの説明と活動

  各ポイントについて考えるためのヒント、留意点、例が書かれています。説明を読んだ上で、

活動を実際にやってみて実習仲間と話し合う中での気づきを大事にしましょう。

　（エ）「こんなとき、どうする？」

  発展として考える課題として実習生が遭遇しそうな場面・状況が各章の最後に示されてい

ます。正解は一つではなく、実習生としてだけではなく、日本語学習者や実習先の教員な

ど、多様な角度から実習について考えるきっかけとなります。まずは自身で考えた上で「考

えるヒント」の解説も参考にし、さらに考えを深めましょう。

　（オ）章のまとめ

 各章の目的と大事なポイントが最後に示されています。

③ ワークシート（オンライン）

 各章内および「ケース学習」内の活動に関しては、本書ご購入者用に でワークシートをダウン

ロードすることができるようになっています。ワークシートに記入し、電子ポートフォリオとし
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て管理し、オリエンテーション、授業見学などの局面ごと、または最後の振り返りで活動の記録

を見直してみましょう。授業で本書を使用される場合は、ワークシートを実習指導教員への提出

用に活用することもできます。ポートフォリオの管理については第 2章をご参照ください。

④ コラム

 各章の終わりにコラムが入っています。実習生に向けて、実習に携わったことのある人々のリア

ルな実体験の声が多彩に描かれています。日本語学校で実習受け入れを担当している教師、先輩

の実習経験談、先輩日本語教師からのメッセージ、日本語教員の資格試験準備など、実習生にとっ

て有益な情報が盛りだくさんです。

⑤ ケース学習

 本書は、理論と実践を往還しながら学ぶことを目的として設計されています。発展編として掲載

しているケース（事例）は、実際に実習を経験した人たちの話から再構成した状況をもとに作成

されたものです。実習生のみなさんには、「自分ならどう対応するか」を事前に考えることで、

現場での判断力や対応力を養っていただきたいと考えています。取り組むタイミングは自由です

が、現場での学びをより豊かにするために、教壇実習までに一度考えてみることを勧めます。こ

れらのケースには唯一の正解はありませんが、「ケースを考えるヒント」をオンラインで公開し

ていますので、さまざまな立場からの視点を参考にしてください。

⑥ 日本語教育に関する用語リスト（巻末）

 各章内で使われている用語の中で、特に日本語教育に関する重要語となっている用語に関しては、

巻末にまとめて用語説明が入っています。用語リストに入っている用語については本文中では太

字で示されているので、用語の意味を確認する際に活用してください。日本語教員養成課程で学

んだ用語や概念が、実習や教育現場にどのように関連しているのかを確認していきましょう。

⑦ ルーブリック（巻末）

 本書の巻末に実習をとおした学びについてのルーブリックを掲載しています。ルーブリックの目

的や用途に関する詳細は巻末のルーブリックの使い方（pp. 170-171）をご参照ください。
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４．本書全体を通して用いる用語

本書で用いる用語の意味は以下の表のとおりです。

実習 登録日本語教員のための実践研修（日本語教育実習）

実習生 登録日本語教員の資格を取得することを予定して実習を受講している方

実習先 教壇実習を行う日本語教育機関

教師
日本語教師一般をさす。ただし、制度に関する用語（例：登録日本語教員）には「教
員」を用いる

実習先の担当教師 教壇実習を行う日本語教育機関において、受け入れ全体を担当する教師

教壇実習の担当教師
教壇実習を行うクラスの担当教師、上記の「実習先の担当教師」と重なることもあ
る

大学等の指導教員 実習生を送り出す側の大学や専門学校等の養成課程（講座）の教員のこと

５．オンライン資料へのアクセスとパスワード

各章の活動用のワークシート、および、「ケース学習」の「ケースを考えるヒント」は、本書購

入者用のオンラインサイトからダウンロードしてください。

『日本語教育実習ワークブック』 サポートページ

https://www.bonjinsha.com/wp/jisshu_workbook/		

編者一同

* 文部科学省「登録日本語教員 実践研修・養成課程コアカリキュラム」（2025年10月14日）https://www.mext.go.jp/
content/20240321-ope_dev02-000034812_4.pdf
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